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に依存することに起因していると想定される。研究結果は、Journal of  












 （続紙 ２ ）                          
（論文審査の結果の要旨） 
 
 本論文は、産業構造が発展途上にあるベトナム建設業界において、サプライチェー
ン全体のパフォーマンスに対し、どのようなリスク要因がどのように関連しながら影
響を与えるかについての理論的フレームワークの提案と、ベトナム建設企業に対する
アンケート調査に基づく実証分析を行ったものである。ベトナムにおける建設業とい
う限定された範囲ではあるが、特定の企業・組織内、もしくは、特定リスク要因に
起因する側面から分析を行う従来研究手法とは異なり、複数要因が関連し、かつ、
並列的に起こり得る可能性を考慮した新しいフレームワークの提案とその実証分析
を行っている点が評価できる。 
 このようなアプローチによる本論文の主たる貢献は、以下の通りである。 
（１）リスクが顕在することには、複数の要因が関連し、かつ、並列的に起こり得
る可能性を有することを念頭に、供給側リスク、需要側リスク、運用リスク、金融
リスク、情報リスク、時間リスク、外部リスクをとりあげ、このレベルでのリスク
とパフォーマンスとの概念モデルを提示し、実証分析を行った。 
（２）push-effectという複数リスクの連鎖影響も考慮したモデルの提案とその影
響要因の分析を行った。また、SDL(Service Dominant Logic)に基づき、建設業界
におけるサービス的価値創出企業を対象としたpush-effectの影響度を分析した。 
（３）プロダクト的価値を生み出す企業群と、サービス的価値を生み出す企業群と
を比較分析し、パフォーマンスに対するリスク要因の差異とその理由を実証分析に
より明示した。特に、プロダクト的価値創出企業群には、需要側のリスク要因が、
また、サービス的価値創出企業群には、供給側のリスク要因が有意な影響を与える
分析結果を得た点が新規的である。 
 一方で、本論文は、主に、発展途上にあるベトナム建設業の企業を対象とした実証
分析に関するものであり、他国や他産業におけるサプライチェーンのパフォーマンス
とリスクに言及しているものではない。今後は、このような他地域、他業種への適用
や比較分析を進めることも必要である。また、具体的なリスク要因の詳細化、観測可
能属性と制御可能属性の明確化など、今後の社会実装に向けた研究の精緻化と考察も
必要である。 
 このような課題は残されているものの、本論文では、ベトナムの建設業を対象とし
たサプライチェーン全体におけるパフォーマンスとリスクとの関係について有益な分
析を行っており、先駆的な貢献が大きい。今後の同国の産業発展においても有用な示
唆を与えるものである。 
 よって、本論文は博士（経済学）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成30年2月8日に実施した論文内容とそれに関連した口頭試問を行った結果、合格と
認めた。 
 
 
 
 
 
 
